
新学習指導要領下におけるEFL学習者の入試読解力を養成する

リーディング活動

Some Activities for the Improvement of EFL Students’

Reading Ability for Entrance Examinations Based on the 2009 Course of Study

矢　野　　　淳

Jun YANO

（平成21年10月 6 日受理）

０．はじめに

　矢野（2006）は、公立中学2年生21名が英語学習において感じる困難点を複数可で自由記述し

てもらい、それを分類・集計した。最多の20名が挙げた「①語彙に関するもの」に続いて、9名

が「②英文読解に関するもの」を挙げていた。学習者が、これら上位２つに関して課題を解決

することを支援するのは、英語教育関係者の責務と信じる。

　金谷（2003：222）は、「時間的制約もあり、現在の日本では量を重視する指導は十分に行わ

れているとは言えない。」と指摘しており、さらに矢野（2007）は、語数の多い英語長文を見て、

多くの中学生が訴える「長文アレルギー」を解消するために、1枚に1つの長文が載った二つ折

りカードを用いた多読プログラムの実践を紹介している。

　公立中学校で英語を教える本田（2007：9－10）は、入試英語力について、「500語の分量の文

章を1分間に60語以上のスピードで読んで、英文を理解する力」を具体的に挙げている。また、

高校入試のテスト用紙に印刷されている語数は中学校の5～6レッスン分の分量であり、半年以

上かけて学習する分量をわずか40分で読む必要がある現状を指摘している。

　本稿では、高校入試読解問題について、主としてその「量（語数）」に着目して調査し、学習

者が対応できる読解力を養成するリーディング活動について考察し、新学習指導要領下でどの

ような授業が求められるかについて提言したい。

１．静岡県高校入試英語筆記問題の分析

　過去5年間（平成21～17年度）の静岡県高校入試の英語に関して、表1のように分析を行った。

どの年度も試験時間は50分間で、試験は大問５つから構成されており、出題傾向もほとんど変

わっていないと言えるだろう。平均値に着目すると、だいたい受験生は、約10分間の聴解問題

後、900語前後の筆記問題に取り組む。約40分間の1分間当たりに読む語数（word per minute、

以下wpm）は22語程度であるが、答えを考えたり、英作文を書く問題もあるため、このwpmをは

るかに上回る語数を１分間あたりに読む必要がある。
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　表2は、聴解問題（大問1）を除いた、筆記問題（大問2～5）に関して、各大問内の語数につ

いてまとめたものである。聴解問題は約10分間行われるので、残りの筆記問題を解答する時間

は約40分間と考えられ、1分当たりに読む語数をwpmで表している。

表2：過去５年間の静岡県高校入試英語筆記問題の大問ごとの語数

　中学生が「長文」と呼ぶ読解問題の占める率（以下、長文率と呼ぶ）が極めて高いのは特筆

すべき点である。英語学力がかなり高いと思われる生徒であっても、挿絵や写真の少ない、語

数の多い英文を見ただけで拒絶の反応を見せる中学生も少なくない。（矢野2007：167）

２．「量」に関する英語教師の感覚

　金谷他（2009：187）は、教科書について中学と高校で比較している。1セクションにおける

平均新語数や1文中の平均語数にもほとんど差がないにも関わらず、「1セクション当たりの単語

数を平均すると、中学校は65語で、高校は120語」と、中学校から高校へ進むと、その単語数の

ほぼ倍に増えることを指摘している。

　概して、主たる高校入試問題作成者は高校関係者と考えられるため、ともすれば高校関係者

の「論理」で問題が作成されることは想像に難くない。送り出す中学校の教員の「英語の量」

に関する感覚と、高校入試問題作成者側の感覚がずれていれば、その影響を受けるのは他でも

ない受験生であると言える。

３．新学習指導要領への対応

　平成20年3月、新しい中学校学習指導要領が告示された。今回の改訂において特筆すべきこと

の1つは、授業時数がすべての学年でそれまでより週１時間増えた140時間となり、単独教科と

しては年間最大時数になったことであろう。さらに、「語、連語及び慣用表現」において、「1,200

語程度の語」となり、現行の900語程度より300語程度増加した。目下、新学習指導要領下に使

用される教科書は各出版社において分量や構成等検討されていると思われるが、現行版より使

表 1：過去５年間の静岡県高校入試英語筆記問題の大問ごとの概要

大問 問題種別 形式や設問について

１ 聴解 約10分間。短い対話や長めの話を聞いて質問に解答。

２ 長文（１） 会話形式。英文整序。適切な応答等に関する設問。

３ 表現 会話中の複数箇所の空欄を埋める形式。各一文程度を書く条件英作文。

４ 表現 まとまったメッセージなどを複数の英文で書く英作文。

５ 長文（２） 空欄補充、英問英答、内容把握等に関する設問。

大問 H21 H20 H19 H18 H17 平均

2 306 367 301 337 335 329.2

3 26 47 28 22 20 28.6

4 2 5 10 9 0 5.2

5 506 529 508 565 507 523

合計語数 840 948 847 933 862 886

長文総語数 812 896 809 902 842 852.2

長文率（％） 96.7 94.5 95.5 96.7 97.7 96.2

wpm（40） 21 23.5 21.2 23.3 21.6 22.2
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用語数も内容も増加することが予想される。

４．自然な論理展開の理解度をはかるリーディング活動

　次の対話文は、平成10年度静岡県高校入試問題の一部を使って筆者が作成した、話の自然な

流れを把握することをはかることを目的とした問題である。生徒が個人で解答するのが困難と

判断した場合、ペアで話し合いながら解答することも可能である。

　（問）最も自然な対話文の流れとなるように、次の8つの発話を並べ替えよ。最初(1)と最後(8)

は指定してある。

(1) John: Those children look happy! What are they doing with their hands?

(2) Ken: Oh, I know that! I once saw it in a soccer game on TV.

(3) John: Ken, I think playing janken is more interesting than tossing a coin.

(4) Ken: It’s a kind of game. By janken we decide some order. How do you decide order?

(5) John: Well, in America we toss a coin like this.

(6) John: Janken? What is it?

(7) Ken: They are playing janken.

(8) Ken: I'll show janken to you.

　正解は、(1)(7)(6)(4)(5)(2)(3)(8)の順番である。解答上のヒントを与える場合、じゃんけ

んについて理解する段階、米国ではどうするのか問い、答えを聞く段階、比較して感想を述べ

る段階、じゃんけんを実際にやってみる段階など、いくつかの段階に分けて考えることを勧め

てみるのも一考である。また、(2)(4)(6)の文に含まれる代名詞のitがそれぞれ何を指している

かを考えることもヒントになりうるだろう。内容としては、日米双方が異文化の事象を学ぶと

いう視点も盛り込まれ、よい教材になりうると評価する。

５．実践者に学ぶ多読活動

　矢野（2005：88）は、高等学校の通常の授業における多読の実践者の例を挙げている。その

高校教師は、精読の場は別に設定し、多読をねらいとした場合、環境問題など同じテーマの長

文を他のメディアや1学年下の教科書から探すなどし、まとまった1つのストーリーを1回の授業

で読ませたりすると言う。

６．「ご当地」読み物を活用したリーディング活動

　クラスの生徒全員が興味を持ってリーディングに取り組むテーマの長文を探すことをなかな

か困難かもしれない。そこで自分たちが居住する地域についてのスキーマを活性化させながら

読解に取り組むような「ご当地」読み物を教材として勧める。高梨・卯城編（2000：201-202）

は、スキーマに関して以下のように紹介している。
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「過去の出来事へのその人の反応、過去におけるその人の経験が組織化されたもの」

(an organization of past reactions, or of past experience) F.C. Bartlet(1932)

「人間のあらゆる知識はユニットになっているが、これらのユニットがスキーマである」

(According to schema theories, all knowledge is packed into units. These units are 

schemata) Rumelhart(1980)

「スキーマ理論によれば、読解は読み手の背景的知識とテキストから得られる情報の相互作

用を意味する」

(According to schema theory, comprehending a text is an interactive process between

the reader's background knowledge and the text)　Carrell & Eisterhold(1983)　

　学習者が「長文アレルギー」を克服していく過程において、生徒が居住する地域の地理や歴

史に関する英文が有効と思われる。スキーマ理論で言う背景的知識が、読解を後押ししてくれ

ることに加えて、たとえ未知の事柄であっても、身近な地域に関する内容であれば親しみをもっ

て、比較的苦にならずに読み進めていくことが予想される。

　矢野他（2009）は、静岡県に関する「ご当地」読み物教材を提供する。以下の例は、中学3年

生用の英文であり、後に日本語の読解チェック問題、英語のQ＆Aを設けている。

　Mt. Fuji is 3776 meters high, and it is the highest mountain in Japan. It is also one 

of the most famous mountains in the world.

　It was first climbed by a monk in 663. Every summer about two hundred thousand people 

try to climb it.

　There are four main paths up to the summit. The best season for climbing is from July 

1st to August 31st. Mt. Fuji is climbed by people of all ages. If you prepare properly, 

you can climb it in one day.

　Mt. Fuji gives rich natural resources for us, for example, spring water welling from 

deep down the earth.

　Many people think that the nature of Mt. Fuji is great, so they are attracted to the 

mountain.

1．富士山は日本で一番①　　　　　　　　　です。

2．②　　　　　　　年に1人の③　　　　　　　によって発登山が行われました。

3．夏には毎年④　　　　　　　人の人たちが登山します。

4．主な登山ルートは⑤　　　　　　　あります。

5．最適な登山時期は⑥　　　　　　　から⑦　　　　　　　までです。

6．⑧　　　　　　　くらいで登りきることができます。

矢　野　　　淳28



① How high is Mt. Fuji?

② Who first climbed Mt. Fuji? 

③ How many people climb Mt. Fuji every year?

④ When is the best season for climbing Mt. Fuji?

⑤ Do you want to climb Mt. Fuji? Why or why not?

　解答に関しては、長文を読まなくても正解できてしまうものもあるかもしれないが、それは

スキーマを活性化させて正解できたと考えたい。外国語指導助手（ALT）とのティーム・ティー

チングの場合は、生徒は本文だけを見た状態で、ALTと口頭で英問英答をすることも考えられる。

７．日本語で内容をよく知る新聞記事を活用した活動

　金谷他（2000：29）は、新聞・雑誌等、学習のために加工されていないauthenticな教材活用

が、本物の英語を勉強しているという気持ちが動機づけになれば、リーディング力の向上につ

ながる可能性が高い反面、その難しさに自信を失い、学習停止から学力の向上に結びつかない

懸念も指摘している。そこで新聞記事を選ぶ際には、最初は日本語の報道等で学習者に十分背

景的知識があるものが適切であろう。中高生向けの難易度の低い新聞記事を選ぶことも考えら

れる。新聞記事読解以前に、日本語でよく耳にする表現が、英語では何と翻訳されているかを

探すゲーム的活動も初級者には有効と思われる。例：「総選挙」は“a general election”

　2009年9月30日付けTHE JAPAN TIMES (3rd edition)のフロントページの写真記事は、“IRON 

MAN TO THE RESCUE”という見出しで、「鉄人28号」像の写真と次のような英文が載っている。

A 15-meter-tall statue of Tetsujin 28-go (Iron Man No.28) is unveiled Tuesday in Nagata 

Ward, Kobe, one of the areas hardest hit by the 1995 Great Hanshin Earthquake.

Residents built the steel statue to express their hopes for the city's revival with the 

help of the classic comic hero from the 1950s, which was created by the late cartoonist 

Mitsuteru Yokoyama, a Kobe native.   KYODO

　statueは難語だが、写真から想像がつくであろう。be unveiledは日本語でも「ベールを脱ぐ」

などと言うことをヒントにしたい。Nagata Wardからwardが「区」を表すことを推測してもらい

たい。最終行のa Kobe nativeについては、故横山光輝氏の漫画のヒーローがなぜここに作られ

たのか、その理由から意味を推測させたい。難語であっても、カタカナ語としてよく耳にする

言葉であれば、意味を推測するのにそれほど苦ではないと思われる。

８．語彙指導

　「長文アレルギー」と無関係ではないと思われるが、英語の一文の中で少しでも未知語がある

と、理解しようとすることをあきらめてしまうケースがある。高梨・卯城（2000：49）は未知

語に関して、20語中に1つの未知語という具体的な数値を紹介している。

羽鳥（1979）そして高梨（1995）は、未知語の割合が5％以下であれば、英文の意味

がおおよそ理解でき、文脈から未知語を理解することも可能であると論じている。
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この割合は、Honig（1996）の「20語に1つの新語」とも一致する。

　特殊な名詞などとは異なり、どの長文にも共通して出現が予測される接続詞but等の談話標識

（discourse markers）等を、優先順位の上位として指導するなど組織的な語彙指導が必要であ

ると思われる。

９．結語

　語彙力増強に加えて、活性化させるスキーマを豊かにするために、英語以外の教科や読書等

により一般教養を高める努力も望まれる。静岡県高校入試で取り扱われた長文には、中学生の

生活についての内容であることもあれば、沖縄やイギリスなど地理的な内容に関する長文も出

題された実績がある。

　また、英語指導において、本稿で紹介するような「量」について意識したリーディング活動

の場を設定しないならば、高校入試に対応できる長文読解力を養成することは困難であろう。

例えるならば、マラソン大会に参加するのに、当日は42.195 km走るところを、日々の授業では

数kmしか走る練習をしないようなものと考える。教科書を提供する出版社も副教材としてリー

ディング教材を用意している。高校入試問題分析から、高校側が求める学力を理解するヒント

がえられる。生徒の進路実現に必要な学力を保証するために、どの程度の学力をどのような方

法でつけさせるか展望を持って指導にあたることが、義務教育に携わる教員に対して求められ

るであろう。公教育で、このような学力が保証できない場合、学校外の民間の教育機関に大き

く依存せざるをえなくなる。中学校の英語の授業においても、これまで高校でやってきたよう

な、まとまった英文を読んだ上で発展的な知的活動が教室で展開されることが今後ますます求

められていくと予想する。

参考文献

金谷憲編著、2003、『英語リーディング論』、河源社。

金谷憲編著、2009、『教科書だけで大学入試は突破できる』、大修館書店。

教英出版編、2009、『静岡県・公立高等学校　入学試験問題集』、教英出版。

高梨庸雄編著、2005、『英語の授業力を高めるために　授業分析からの提案』、三省堂。

高梨庸雄・卯城祐司編、2000、『英語リーディング事典』、研究社出版。

本田敏幸、2007、『入試英語力を鍛える！授業アイデア＆パワーアップワーク40』、明治図書。

矢野淳、2006、「英語学習において中学生が感じる困難点とその支援策に関する一考察」、静岡

大学教育学部附属実践総合センター紀要 No.12、pp.115-122。

矢野淳、2007、「中学生の英語長文読解量と英語学力伸長に関する一考察」、静岡大学教育学部

附属実践総合センター紀要 No.13、pp.167-172。

矢野淳編著、2009、『NEW　HORIZON　静岡県を紹介しよう』①②③、東京書籍。

矢　野　　　淳30


